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   Using an in vitro colony forming assay system, cytotoxic effects of anticancer drugs,  adriamy-
cin (ADM) and peplomycin (PEP), and the combined effect of hyperthermia and anticancer 
drugs on cultivated KK-47 cells were investigated. From the response curves obtained at 42 and 
43°C hyperthermia, 20% growth inhibition time (IT20) at 42 and 43°C hyperthermia and 50% 
growth inhibition time (IT50) at 43°C were calculated. The IT 20 and IT 50 hyperthermia were 
combined with u 2-hour treatment of each of the anticancer drugs. When the hyperthermia was 
combined with various concentrations of ADM ranging from 0.005 to 0.1 ug/ml, enhanced cell 
killing effects were obtained at the concentrations of less than 0.02 pg/ml of ADM, whereas, there 
was no increase in cell killing effect at the concentrations of more than 0.05 pg/ml of ADM. The 
combination of hyperfhermia with PEP considerably enhanced the cell killing effects with an in-
crease of PEP concentration. 
                                                  (Acta Urol. Jpn. 34: 1525-1528, 1988)










あろう.今回われわれは,従 来 よ り癌温熱療法と良







1.培 養細 胞 お よび培 養 方 法
KK-47細胞 は20%calfserum(Microbiologi・
cai-Associates,Md,USA)と抗 生物 質 と してkana-
mycinsulfate5099/m1を含有 した80%HamF-12
培 地(日 水 製 薬(株)東 京)か らな るFC-20培養液 を
用 い,37℃ に て 閉鎖 培 養 した も の を 実験 に 供 した.
2.細 胞 の 温 熱感 受 性
温 熱処 理 の 方 法 は従 来 の報 告6・7)と同 様 で,対 数増
殖 期 に あ るKK-47細 胞 の単 個 細 胞 浮遊 液 を作 成 し,
Fa20を 用 い て300細胞/m1の細 胞 浮 遊 液 に調 整 した.
この 細 胞浮 遊 液 を5mlず つ ポ リエ チ レ ン製 短試 験 管
に分 注 し,こ れ らを37,42,および43℃ に 温度 設 定
した 恒 温水 槽,Dx-80(温度 誤 差 ±O.08。q大洋科 学
工 業KK,東 京)に 浸 す こ とに よ り,加 温 を 行 った.






































1.細 胞 の温 熱 感 受性
種 々の時 間 にわ た り温 熱 処理 され たKK-47細 胞
よ り得 られ た細 胞 生 残 率 曲線 はFig.1に 示 す とお り
で,42。Cと43。Cの 間 で 著 明な 殺細 胞 効果 の差 が 認
め られ た.す な わ ち43。Cに お け る温 熱 処 理 時 間 が
30,60,90および120分の場 合 の 細 胞生 残 率は それ ぞ
れ69.3,26.9,12.9,および6.2%であ った.す な わ
ち43℃ 温 熱処 理 に おい て は,処 理 時間 が30分を 経 過
す る と片 対 数 グ ラフ上 で直 線的 な細 胞生 残 率 の低 下 が
認 め られ た.一 方,42。C処理時 の細 胞生 残 率 は温 熱処
理 時 間が30,60,90および120分の時,そ れ ぞれ91.1,
68.7,64.1および61.1%であ り,60分以 上 の加 温 時 間
に お け る細 胞生 残 率 の低 下 は緩 徐 とな った.以 上 の結
果 よ り,42℃ に お け るIT20は41分 で あ り,43。C
に お け るIT20とIT50は そ れ ぞれ22分お よび41分
とな った(Fig.1),
2.細 胞 の各 種 抗 癌剤 に対 す る感 受性
各 種濃 度 のADMお よ びPEP処 理 後 のKK47
細 胞 の生 残 率 曲線 を そ れ ぞれFig.2お よびFig.3
に示 す.こ れ らの 生残 率 曲 線か ら,各 抗 癌 剤 の2時 間
処 理 に よ り細 胞 生 残 率を20%も しくは50%抑制 す る た
め に必 要 な 抗癌 剤 濃 度を そ れ ぞれID20(20%inhi.
bitiondose)およびID50と して 算 出 し,Table1

































































癌 化 学療 法 時 の有 効 薬 剤 選 択 の方 法 に は,isotope
uptakeを指 標 とす る試 験8),tumorstemcellas-
say9),subrenalcapsuleassaylo),nudemouse移植
癌 を用 い るinviVO試験11)など 多 く の 抗癌 剤 感 受 性
試験 方 法 が試 み られ 各 々の試 験方 法 に つ いて,そ の特
徴 が論ぜ られ て きた.わ れ われ はKK-47が50～60
%と い う比較 的 良好 なplatingeH「iciencyを示 す こ
と,一 定 した 安定 な 発 育を 示 す こ と な ど コ ロニ ー形成
法 の必須 条 件 を満 た す こ とよ り,こ の方法 を用 い て 各
種 抗癌 剤 に 対 す るKK-47細 胞 の 感 受 性 を 検 討 し
た12》.
最 近,癌 集学 的 治療 法 の一 つ と して温 熱 療法 が 注 目












































ヒ ト膀 胱 癌 由 来培 養 細 胞KK-47を 用 い,invitro
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